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1.研究の目的と問題の所在 

 【研究の目的】 

 釧路の地域特性を活かした， 

 総合型地域スポーツクラブのモデルを提案。 
 

 【問題の所在】 

 平成27年10月 釧路市まちづくり基本条例が施行。 

 まちづくりに対する地域住民の意識が希薄。 

 まちづくりに情熱的な市民育成は全国の課題１。 

 スポーツはまちづくりに貢献する可能性が大きい2。 
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2.研究の方法 
 ①「まちづくり」， 「総合型地域スポーツクラブ」 

   「スポーツによるまちづくり」に関する先行研究の分析。 
 

 ②地域とスポーツの関わりについて， 

    総合型地域スポーツクラブに注目して考察。 
 

 ③発表者が少年団指導の中で得た情報や保護者の声から 

   釧路のスポーツが抱える課題について考察。 
   

 ④釧路の地域特性に応じた 

    総合型地域スポーツクラブのモデルを提案。 
 

 

   ⅰ）「氷都くしろ」の盛んなスケート競技 

    ⅱ）まちづくりや教育に専門的知見を有する人材が豊富 

釧路の地域特性 
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 ＜スピードスケート＞ 

 ・東北海道スピードスケート競技会 市町村別対抗 釧路市優勝 

  （2015，2016年の2大会連続） 

 ・中学校・高校での全国大会で入賞者多数。 

 ・白幡圭司，岡崎朋美らを輩出。 

  →特に白幡氏は，教育大釧路校での特別講義や小学校への 

    出前授業などを行い，競技普及および後継者育成に尽力。 
 

 ＜アイスホッケー＞ 

 ・全国中学校アイスホッケー競技会 優勝20回（全34回） 

 ・全国高校アイスホッケー競技会3位以内 44回（全63回） 

 ・クレインズ 全日本選手権 優勝6回，アジアリーグ優勝4回 
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ⅰ）「氷都くしろ」の盛んなスケート 



 また， 

 【釧路公立大学】 や【北海道教育大学釧路校】 

 【釧路短期大学】  などの高等教育機関がある。 

 

 地域やまちづくりに関しては公立大学， 

 スポーツや運動の指導では教育大学と短期大学が専門。 

 →各分野で専門的な知見をもった人材が豊富 
  

 地域や学校教育のフィールドでの 

 さまざまな活動に貢献。 
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ⅱ）専門的知見を有する人材が豊富 



3.まちづくりとスポーツ 

 近年，地域について語られる際に 
 「まちづくり」はキーワード。 
 
 

  「する」「観る」「支える」というスポーツの   
  特性がまちづくりにフィットする3。 
 
 

＜まちづくりと観るスポーツ＞ 
  国際スポーツイベントや国内プロスポーツリーグ， 
  地域のスポーツ大会などの観戦。 
 
 

＜まちづくりと支えるスポーツ＞ 
  地域で開催されるスポーツイベントなどにおいて， 
  地域住民・企業・行政などが 
  人的・物的・金銭的，あるいは情報などの支援。 
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総合型地域スポーツクラブの特徴 

 ①多種目 

  複数の種目が用意されていて，自分の好きな種目を 

  選んで楽しむことができる。 
 

 ②多世代 

  子どもから高齢者まで，年齢や性別に関係なく 

  だれもが楽しむことができる。 
 

 ③多様性 

  初心者から競技者まで，どんなレベルの人でも 

  指導を受けることができる。 

 

 

（小林・渡辺2002） 
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まちづくりとスポーツに関する研究 

 まちづくりと「観る」スポーツ，「支える」スポーツついては， 

 多くの先行研究がある4。 

 しかし，「する」スポーツとの関係については発展途上。 
 

 近年，まちづくりと「する」スポーツの研究対象として， 

 総合型地域スポーツクラブ が注目されている。  
 

 なぜなら・・・  

 まちづくりとスポーツの関係について論じるには， 

 経済的効果だけでなく社会的効果に着目することが重要。 
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スポーツ活動による地域への効果 

  
  
  
 
 
 

社会的 
効果 

地域コミュニティ形成効果 
地域住民の連携，住民・企業・行政の連携，住民側の連帯感の高揚， 
地域住民組織の形成などの効果がある。 

地域アイデンティティ形成効果 

住民の地域に関する帰属意識の高揚（おらが村意識），スポーツの 

地域におけるシンボル化，情報発信による知名度・イメージの高まりなど
の効果がある。 

他地域の交流促進効果 国内の他地域や海外との交流が促進される効果がある。 

人材育成効果 
スポーツ競技者，スポーツ指導者，ボランティア，地域活動のリーダー 
などの人材育成効果がある。 

施設・基盤・都市環境などの 
整備効果 

スポーツ施設および周辺の公園，施設までのアクセス道路・交通機関，街
並みの景観などの整備効果がある。さらに，これらによる経済効果がある。  

 
 

経済的 
効果 経済・産業振興効果 

スポーツをシンボル化したキャラクターグッズや観光土産品の製造・ 
販売，来訪者の増加による既存観光産業を振興する効果もある。 

また，そのスポーツの普及により，スポーツ用品などの製造・販売促進に
つながる。さらにイベントの入場料収入や飲食などの直接的な経済効果や
雇用促進効果も見られる。 

（国土庁（1995）をもとに発表者加工） 10 



地域コミュニティ形成効果 

  
 

  

 まちづくりでは地域の課題解決に向けた社会ネットワークに 

 自発的に参加したくなるようなしくみづくりが重要5。 
 

 総合型地域スポーツクラブは，そのしくみとして 

 ソーシャル・キャピタルの醸成に有効である6。 
 

 

 では，釧路において総合型地域スポーツクラブは 

 どれほど普及しているのか？ 
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地域住民の連携，住民・企業・行政の連携，住民側の 
 連帯感の高揚，地域住民組織の形成などの効果がある。 



（釧路市HPをもとに発表者作成） 

各地域スポーツ推進協議会 

釧路市スポーツ指導団体 
（リーダーバンク） 

釧路市体育協会 

釧路市スポーツ少年団 

競技団体 

単位団体 

釧路市地域スポーツリーダー 

釧路市地域スポーツリーダー競技会 

スポーツ都市宣言 

スポーツ都市づくり 

釧路市教育委員会 

各種スポーツ競技実行委員
会 

市民推進組織 

※総合型地域スポーツクラブは各地域スポーツ推進協議会の管轄 

4.釧路の総合型地域スポーツクラブ 

12 



クラブ普及率 

 全国平均 80.8 % 

  北 海 道  62.6 % 

 （市のみ 85.7 %，町村のみ 56.9 %） 
                                              （平成27年7月文部科学省調査） 

 

【釧路】 

8市町村のうち，６市町に総合型地域スポーツクラブ 

 (市:100 % ，町: 約 70 %) 

→道内ではクラブの普及が進んでいる地域7 
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総合型地域スポーツクラブの展望 

 

体育以外のスポーツ活動は地域のスポーツクラブの役割8へ。 

その展開によって，生涯スポーツが発展していく。 
 

これまで，スポーツを中心とした運動に対して， 

学校教育・健康啓発・各種競技が分立。 
 

しかし，これらは相互に作用することで， 

生涯スポーツやまちづくりなどへの効果をより高められる。 
 

総合型地域スポーツクラブが目指すべき役割は， 

3分野が専門的な知見に基づいて連携するためのしくみ 
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図1 運動の概念 
（木田ら（2007）をもとに発表者作成） 

分立から相互作用へ 

運動 

地域福祉， 
労働衛生 

学校 
教育 

健康啓発 

学校教育 

各種競技 

スポーツ 

図2 しくみとしての総合型地域スポーツクラブ 
（発表者作成） 
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総合型 
地域スポーツクラブ 

学校
教育 

健康
啓発 

各種
競技 



 しくみとして必要なのは，各分野で専門的知見をもつ人材。 
 

 たとえば・・・ 

 クラブ運営やまちづくりなどについては【公立大学】， 

 実践指導や学校への派遣，障害者スポーツとの 

 連携については【教育大学】と【短期大学】  など。 

 

 

 

 

では，本研究で視点とした釧路におけるスケートの現状は？ 
 

 

  

しくみとして何が必要か 
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専門的な知見をもった人材が豊富な釧路には， 
総合型地域スポーツクラブによるまちづくりに可能性 



釧路におけるスピードスケートの現状 

 スピードスケートでは，高度な競技化により 

 スポーツが本来もつ「プレイ性」が失われつつある。 

 →生涯スポーツとしての視点が必要 
 

 ＜学校教員や少年団の保護者からの指摘＞ 

 ①チーム意識が強く，内向的な風潮。 

 ②児童・生徒以外の参加が少ない。 

 ③練習日数が多い（週5，6日）。 
 

 

 しかし，これらは他競技でも共通の問題とされている9。 
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【アンケート】 
 

＜目的＞ 

参加児童の運動・生活習慣及び，
保護者の運動状況や親子での
運動に対する意識調査。 
 
＜対象＞ 

釧路スケート連盟主催スケート
教室（サマースクール）に参加し
た児童の保護者。 
 

＜方法＞ 
質問紙による調査。 
配布17名・有効回答数13 
（2016年6月実施） 
 
    
 
 



No. 性別 
保護者のスポーツ 
参加の有無 

親子で運動する 
機会の有無 

親子で運動する 
ことへの意思 

1 女 有り 3 3 

2 女 無し 1 3 

3 女 無し 3 4 

4 女 無し 1 3 

5 女 無し 3 4 

6 女 有り 3 4 

7 女 無し 3 3 

8 女 無し 1 2 

9 女 無し 3 3 

10 男 無し 3 3 

11 女 無し 1 3 

12 男 無し 3 4 

13 女 有り 2 3 

―――  参加率 23%  平均値  2.30  平均値   3.23 

アンケート結果 
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・「親子で一緒に運動することはありますか」 

よくある0名,たまにある8名,あまりない1名,ほとんどない4名 

・・・平均 2.30 /4.00 

 

・「親子で運動したいと思うことはありますか」 

よくある4名,たまにある8名,あまりない1名,ほとんどない0名 

・・・平均 3.23 /4.00 
 

   保護者は子どもと運動を行いたいという意識が    

    あるものの，実際に運動を行う機会は少ない。 

 

 

 

親子で運動することへの意識 
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少年団活動における現場の声 

＜保護者の声＞ 

 なかなか子どもたちと運動をする機会がない。 

 →一緒に運動するきっかけがない。 
 

＜子どもの声＞ （冬季しか運動をしていない子ども） 

 なにか他のスポーツをしたいが，どの少年団も 

 競技志向が強く，加入することに不安がある。 
 

 

⇒いずれも運動をしたいという意欲はあるが， 

  適切な機会がないことが要因の一つと考えられる。 
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自由記述で設定した 
「生活面で成長を期待すること」で 
得た回答を次の5つに分類した。 
（）は回答数。 
 

  ⅰ）あいさつ（5） 

 ⅱ）集団の中での判断力（4） 
 ⅲ）友だち（6） 
 ⅳ）精神力（4） 
 ⅴ）その他（4） 
 

保護者は，他の学校の子どもとの
交流を通じて子どもの社会性が 
向上することを望んでいる。 
→ソーシャル・キャピタルの基礎 

保護者が期待する生活面での成長 



求められるクラブ像 

 

 これからのクラブ活動に求められるのは， 

 

 

 

 

  

 
このクラブ像を意識して， 

総合型地域スポーツクラブのモデルを提案を行います。 
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さまざまな人や団体の交流によって， 
他者への信頼やネットワークなどの 
ソーシャル・キャピタルを醸成するためのしくみ 



5.モデル提案 

 釧路の地域特性 

 ①「氷都くしろ」の盛んなスケート 

 ②まちづくりや教育に専門的知見を有する人材が豊富 
 

 

  釧路には「まちづくり」と「スポーツ」の両方に対して， 

 すでにさまざまな取り組みが行われている。 

 それゆえ，求められるのは新たな取り組みの提案ではなく， 

 既存の取り組みによる成果をどのようにして高めていくか。 

 その「しくみ」として，総合型地域スポーツクラブの 

 モデルを提案する。 
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提案するモデルの特徴 

 ①クラブ活動の対象に，「障害者」を明確に位置づけ。 
 

 ②クラブの活動種目に冬季スポーツを設定。 

  →スケートだけではなく，氷上や雪上の遊びを位置づける。 
 

 ③大学や釧路市のスポーツ指導団体（リーダーバンク）と 

   協力し，クラブ活動の充実を図る。 
 

 ④スケート関連事業を企画し，各種イベントやスケート教室， 

   有資格者による出前授業などの普及活動を行う。 
 

 ○スケートの活動を取り入れさまざまな団体と積極的な連携を図る。 

   地域住民が主体的に行う釧路ならではのスポーツ活動 
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総合型地域スポーツクラブのモデル図 

総合型地域スポーツクラブ 

運営推進委員会 
（クラブ会員代表，指導者） 

有資格指導者（種目別指導者） ボランティア指導者 

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

学
校
開
放
施
設 

ス
ケ
ー
ト
関
連
事
業 

イ
ベ
ン
ト
事
業 

健
康
体
力
相
談
事
業 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

ニュースポーツ10を含む 
さまざまなスポーツ活動 

 

冬季 
スポーツ 

青少年            
成人          
高齢者              
障害者 

地域住民 釧路市教育委員会・高等教育機関 
スポーツ関係団体等 

      ↑ 
←相互交流→ 
     ↓ 

参加 支援 



提案モデルによる連携（教育委員会内） 
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各地域スポーツ推進協議会 

【総合型地域スポーツクラブ】 

釧路市スポーツ指導団体 

（リーダーバンク） 

釧路市体育協会 釧路市スポーツ少年団 

競技団体 単位団体 

各種スポーツ関係機関 

各種大会やイベント等で 
参加者・支援者による交流 

指導者の共有し，他クラブや
学校へ積極的に派遣 



 

 

 

29 

提案モデルによる連携（他部門） 

各地域スポーツ推進協議会 

【総合型地域スポーツクラブ】 

総合政策部 

福祉部 

子ども保健部 

都市計画課 

介護高齢課 

障がい福祉課 

健康推進課 

児童発達支援センター 

まちづくり事業 

高齢者スポーツ事業 

障がい者スポーツ事業 

健康体力相談事業 

児童相談事業 



今後の展望 

①障害者スポーツや生涯スポーツに関する団体の取り組みを   

   調査し，クラブとのより具体的な連携について考察する。 
 

②指導に携わっているスピードスケート少年団で口頭調査を 

  実施し，保護者はまちづくりやスポーツ活動に 

  どのような意識を持っているのか調査する。 
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（註） 

1 宮良ら（2013）は，スポーツとまちづくりの研究課題を整理する中で，
地域形成に対する地域住民の主体性が弱いことを指摘している。 
 

2 堀ら（2007）は，まちづくりのテーマの一つにスポーツが重要な一を
占める理由として，①スポーツが健康と結びついている，②スポーツの
普遍性の高さ，③スポーツが「する」だけでなく「観る」ことも楽しめる，
の3点を挙げている。 
 

3 堀ら（2007:16）より引用。 

 

4 木田ら（2013）は，日本におけるスポーツイベントの効果に関する研
究について，経済的効果にその視点が寄りがちで，それ以外の効果に
対する考慮が少なかったことを指摘している。 
 

5 スポーツによる社会的効果に関する研究については，国土庁（1995）
や佐伯（2000），木田ら（2006），堀ら（2007）などがあるのみである。 

31 



6 パットナム（2006）は，ソーシャルキャピタルを個人間のつながりと
いった社会的ネットワークおよび，そこから生じる互酬性と信頼性の規
範と定義づけている。 
 

7 釧路市では8クラブ，釧路管内の町では5クラブが設立されている（平
成27年7月 日本体育協会調査）。 
 

8 平成27年度の中央教育の答申において，部活動等の指導・助言や
各部活動の指導，顧問，単独での引率等を行うことを職務とする職員
を部活動指導員（仮称）の設置が検討されている。この部活動指導員
には，指導技術に加え，学校全体や各部の活動の目標や方針，生徒
の発達段階に応じた科学的な指導等について理解させるとしている。 

9 昨年度のスポーツ少年団認定指導員でのワークショップにおいて，
各種競技でも，過度な競技性や勝利至上主義，競技人口の減少など
が問題として挙げられた。 
 

10 ニュースポーツとは，20世紀後半にアメリカで新しく紹介・考案され
たスポーツ群を意味する。日本では，軽スポーツやレクリエーションス
ポーツとも呼ばれる。 
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